
 大光議員の「廃校施設 及び 遊休施設の利活用について」のうち

「旧伊達市市民研修センター」のご質問からお答えいたします。 

 平成２７年度に閉鎖した本施設は、建設から５０年以上が経過し、

老朽化が進んでいることから、建物の解体を前提とし、当該敷地の

売却を含めた 有効活用を進めて参ります。 

 

 次に、「旧有珠小学校及び旧達南中学校」についてでありますが、 

閉校にあたって、行政利用の可能性を検討したものの、具体的な利

活用には至っておりません。 

 学校施設は、施設規模の大きさや、更新が必要な 附帯設備が 多

く存在することなどから、費用と効果や、事業の継続性などについ

て、十分な検証を進めて参ります。 

 

 次に、「施設の利活用に関する本市の取組について」であります

が、 

伊達市 公共施設等 総合管理計画に基づき、行政目的での利活用が

見込めないものは、民間への売却や貸付等のほか、利活用に関する 

民間への意見募集を行うなど、引き続き 保有施設の利活用を進め

て参ります。 

 

 次に、「地域公共交通について」のうち「現在の 地域公共交通

の問題・課題について」のご質問からお答えいたします。 

 人口減少や少子高齢化による 利用者の減少に伴う公共交通事業

者の収支の悪化に加え、運転手の不足により、路線や運行台数の維

持が困難となっていることが課題であると考えております。 



 次に、「地域にある その他の移動手段等の活用について」 

でありますが、現在、大滝区の住民有志が 自家用有償旅客運送の 

運行開始に向けた準備を進めております。 

今後とも、公共交通事業者と協議を行いながら、効果的な移動

手段の活用について検討を進めて参ります。 

 

 次に、「新たな地域公共交通サービスの導入について」 

でありますが、本市の公共交通を取り巻く環境や課題を踏まえつ

つ、地域住民の交通手段を確保するため、先進地の事例を参考とし

ながら持続可能な公共交通体系を構築するとともに、本市の実態に

適した公共交通サービスの導入について調査研究して参ります。 

 


